












要約 

PIEの早期発見,PIE以外のair leakの発症予防の観点から,N-CPAP及びMVを要したLBW122

例について,PIE の重症度別発症頻度とその発症要因の検討を行った。GradeⅠ17 例,Graden

Ⅱ13例,GradeⅢ6例の計 36例(29%)の PIEを認め,その中の8例(22%)に他の air leak の併

発を認めた。特に MVを要した RDS 合併例では 35 例中 24 例(68%)と高率に PIE の発症をみ

た。入院時に PIE を確認されたものが 13 例(36%),B-T 蘇生術施行例の 51%(27/52)が PIE

を発症しており,MVと共に B-T 蘇生術の関与も示唆された。更に,1000gr 未満 LBWに於る換

気初期条件の緩和,及び,bagging 時の加圧条件の緩和の試みを行い,PIE発症頻度に差は認

め得なかったが,PIE 以外の air leak の減少傾向を認めた。 


